












































葉を用いることとした。テクストは、985年に Richard Salomon が 8
本の写本をもとに新たに校訂し、英訳を付して出版した The Bridge to 


















2 ） 377-380.  ：他人が所有する場所では祖先供養の功徳が破壊される
が、聖地や自然の清浄な場所は所有者がいない特別な場所とされる。
3 ） 380. 2 -388.  ：祖先供養は沐浴と献水儀礼が行われたあとすぐにな
されるべきで、時間やその他の要因（障害）を考慮する必要がない
ことが述べられる。
4 ） 388. 2 -389.0：祖先供養をすぐに行えないときは、翌日におこなっ
てもよいことが述べられる。
5 ） 389.-3：それの例外が述べられる。
6 ） 389.4-393. 4 ：一般的な祖先供養の時間の禁則は、聖地における祖
先供養の場合には適用されないことが確認される。
7 ） 393. 5 -400：ピンダ（団子）献供に関する禁則も、聖地における祖
先供養の場合には適用されないことが述べられる。
8 ） 400.  - 4 ：しかし、上記のことは、聖地に意図しないで到着した
者の場合に限られることが述べられる。
9 ） 400. 5 -40. 2 ：祖先供養の時間に関する特例が述べられる。






















































































































































































ⅱ 『マヌ法典』 3 . 207では、次のように説かれている。
　avakāśes・u coks・es・u nadītīres・u caiva hi,
　viviktes・u ca tus・yanti dattena pitarah・ sadā.
　「なぜならば、祖霊たちは、常に、清浄な場所、川岸、人気のない場所で与えら

























































（ 2  ）＜生者たちにとって＞（jīvatām）〔すなわち〕、所有者たちに、使
用料（mūlya）が与えられるべしということである。













 caiva prayatnenopapādayet. （Manusmr
・
ti 3 . 206cd）
　「そして注意深く南面を傾斜させるべし。」［渡瀬 99：］








ti  . 224cd）
　「遮蔽された、清浄で、南に傾斜している場所に。」［井狩 2002：54］
　さらに、受講生の虫賀幹華さんから、『アーシュヴァラーヤナ・グリヒヤスートラ』
2 . 5 . 2 、『ゴービラ・グリヒヤスートラ』 4 . 2 .23、『カーディラ・グリヒヤスート










































（   ）＜洞穴＞（gartā）とは、ブラフマヨーニ（Brahmayoni）などの
手の加えられていない特別な場所のことである。

















































ⅴ 『マヌ法典』 3 . 239-240には次のような記述がある。「チャンダーラ、豚、鶏、犬、
月経中の女、去勢者は、ブラーフマナが食べるのを見てはならない。火中への供物
の献供（ホーマ）、布施、食事、また神々あるいは祖霊への供犠において、彼らによっ






ⅵ  『マヌ法典』 3 . 83に「祖霊のために少なくとも一人のブラーフマナに食事をもて
なすべし。」、とあり、 3 . 25には、「神々〔への供犠〕においては二人、祖霊への供
犠においては三人、あるいは両方ともに一人に食事をもてなすべし。」とある。［渡






























ⅶ パルヴァンとは、太陰太陽暦におけるそれぞれの月のうち、新月、黒分第 8 日、
黒分第日、満月、白分第 8 日、白分第日を言う。





（   ）＜適切な時間において＞（kāle）とは、〔例えば、〕昼などに、また、
食事なしで。
（ 2  ）＜不適切な時期において＞（akāle）とは、〔例えば、〕夜などに、
食事を終えた人などによって。






（ 4  ）＜適切な時間において＞とは、例として述べられただけである。
（ 5  ）そしてそこにおいて、＜あるいは＞（vā）という言葉は、「海ある
いは偉大なるもの」（samudro vā mahāsattva）という〔文章の中に
用いられた〕ように〔捉えるべきである〕。



























（ 3  ）それゆえ、＜不適切な時間＞とは、必要性〔について〕の意味で
述べられているのである。」と。














（ 6  ）それ故、シャンカによって、「時間を考慮しなくてもよい」と一般
的に述べられたのである。




ⅺ Salomon によれば、家屋火災時に ks
・
āmavatī という献供を行うことが、Mādhavācārya 
の Jaiminīyanyāyamālāvistara. VI. 3. 2, p. 39に説かれており、ここでは臨時の儀礼の









（   ）それ故、もし偶然に（予期せずに）聖地へ到着した場合は、食事
後であれ、あるいは夜などであれ、祖先供養などがなされるべきで
ある、ということは確定的である。
（ 2  ）しかし、到着した日に、神に由来する、あるいは人間に由来する
支障があれば、その場合には、その翌日に祖先供養がなされるべき
である。

























（   ）しかしこの場合には、〔何も規則を述べる〕言葉がないので、まさ
に取り消し（儀礼の中止）が適切である。




（ 3  ）もし新月などのように時間の規則があるのなら、そのようなこと
は正しいであろう。
（ 4  ）しかし、この場合、聖地に到着することが〔儀礼を執行する〕単
に要因とされることが述べられている。
（ 5  ）そして同様に、「要因があり、〔さらに〕障害がない場合には、臨
時の儀礼の執行が、まさに時間をおかずになされるべきである。」と
いうのが規則に相応しい時間である。































（ 8  ）以上のように、この場合でも、時間を隔てて〔儀礼を〕執行する
ことは、禁じられていない。
















































（   ）【自説】そしてそれゆえ、聖地における祖先供養においては、月齢
日、曜日、星宿などに関して述べられた禁則はない、という趣意で
ある。
（ 2  ）そして、それに関する禁則を、ガールギヤ（Gārgya）は、〔以下
のように述べている〕。


















（   ）prājāpatya とは rohinī（月宿第 4 日目）のことである。


















a と pratyara の時期にお
いて、〔祖先供養を〕避けるべきである。
（Mahābhārata 3. 07. 9c-20b）
（   ）āgneya とは kr
・
ttikā（月宿第 3 日目）のことである。
（ 2  ）dārun
・








（ 3  ）pratyara とは、〔自分の〕生まれの星宿から〔数えて〕、 5 番目と
4番目と23番目のもの（星宿）である。


































（  ）ナンダーとは第  日目（新月）、第 6 日目、第日目である。










ⅹⅵ プレータ（preta）とは、Skt. 辞書（Apte）によれば、 . The departed spirit before 































































































（ 2  ）なぜなら、聖地への到着という要因は、人間の努力によって成就
されるものであるので、蝕などとは異質のものであるがゆえに。
（ 3  ）それゆえ、〔人は〕まさに禁止されていない時期に、意識的に聖地
に到着すべきである。
（ 4  ）しかし、不意に到着した場合は、禁止された時期であっても、蝕
や子供の誕生などの場合のように、沐浴や祖先供養などを行うべき
である、というのが〔この場合に〕意趣されていることである。
（ 5  ）そしてこれは調理されない食事と金を伴った祖先供養を対象とす
るものである。
（ 6  ）まさにこのようなものであれば、以前に述べられた言葉が意味を
もつようになるがゆえに。
（ 7  ）一方、夜や 2 回のサンディヤー〔の時期〕や、食事を済ませた者
が聖地に到着したときには、〔調理された〕食事〔を伴う〕祖先供養
は、その翌日に〔行うべきである〕。
（ 8  ）しかし、聖地に到着したときが、不浄であった場合は、不浄が終
了したときに〔行うべきである〕。
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